
― 337 ―

１．はじめに
　本学園では2005年度より「21世紀型の教科学力」の
新たな観点としての「協同的創造力」の育成をめざし
ており，一昨年度からは教科学習を「協同的創造学習」
としてとらえ直した。「協同的創造力」とは，「単に知
識や技能を覚えるのではなく，共通の目的に向かって
他者とかかわりながら，習得した知識や技能を生かし
新たなものを創り出していく力」と定義づけている。
そして，「協同的創造力」を育むプロセスとして，「学
んだことを生かし→集団で学び合いながら→自分たち
の新たな文化を創り出す」という過程を子どもたちに
歩ませることが必要であると考えている。このプロセ
スの積み重ねにより，協同的創造力を身につけた子ど
も，すなわち「自分たちで文化を創造する子ども」を
育むことができるという捉えである。
　算数科，数学科の教科目標は，学習指導要領にそれ
ぞれ「数量や図形についての算数的活動を通して，基
礎的な知識と技能を身に付け，日常の事象について見
通しをもち筋道を立てて考える能力を育てるととも
に，活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き，進

んで生活に生かそうとする態度を育てる。」，「数量，
図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を
深め，数学的な表現や処理の仕方を習得し，事象を数
理的に考察する能力を高めるとともに，数学的な活動
の楽しさ，数学的な見方や考え方のよさを知り，それ
らを進んで活用する態度を育てる。」と述べられてい
る。
　本学園の定義する「協同的創造力」および学習指導
要領の教科目標を踏まえ，算数科・数学科では，「日
常の事象について，筋道を立てて考える能力や数理的
に考察する能力を育て，それらを活用したり追究した
りする態度を育てる」ことに重点をおくことにした。
　そして，算数科・数学科における「協同的創造力」を，

「これまで学習してきた基礎的な知識や技能を活用し
て，他者とかかわり合いながら，新しい考え方を身に
付けたり，課題を追究していこうとする力」ととらえ
た。
　ここで，前に述べた育成プロセスを当てはめ，「協
同的創造力」を発揮しながら生きている子どもの姿と
算数科・数学科教育の接点についてのプロセスの３段
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　○ 指導にあたっては，第１時で０から始まる整数を
類別する活動を通して「偶数・奇数」の定義を理
解できるようにする。次に第２時でカレンダーの
日数を仲間分けする活動を通して，７で割った「あ
まり」に着目すると類別できるという見方・考え
方に気付くことができるようにする。さらに，本
時の教材「□番目の動物」の学習で，様々な解決
方法の中から，より簡潔にできるものを考えたり，
数値が大きくなっても同じように解決できないか
と考えたりすることで，「あまり」に着目して類
別する見方・考え方を別の数に活用できるように
する。

　④単元目標
　○ 身近な場面や図を用い，進んで整数の仕組みを考

えようとすることができるようにする。
　○ 整数をある数で割ったときのあまりに着目した類

別のしかたを考えることができるようにする。
　○ 整数を偶数と奇数に類別することができるように

する。　
　○偶数・奇数の意味を理解できるようにする。
　⑤指導計画（全３時間）
　第１時
　整数を偶数と奇数とに仲間分けしよう
　第２時
　カレンダーの数字から見えてくるもの
　第３時
　あまりを使って解決しよう　（本時）
　⑥本時の実際と考察
　本時の目標
　 整数をある数で割ったときのあまりに着目する見

方・考え方を活用して，□番目の動物が何かを考え
ることできる。

学習活動と内容

１　問題に出会い，どのように解くか考える。

「こぶた」→「たぬき」→「きつね」→「ねこ」
の４種類の動物がしりとりのようにくるくる回っ
て，くりかえしています。
　□番目の動物は何でしょう。

２　本時の学習課題を設定する。

　99番目の動物が何か調べる方法を見つけだそう

３　 ノートに図，式，言葉などを使って自分の考えを
書く。

４　考えを発表し合う。

５　 大きな数になっても「はやく，かんたん，正確に」
求められる方法を考える。

階をそれぞれ次のようにとらえた。
第１段階　既習の学習内容を生かす

　これまで学んできた算数・数学の知識・技能を生か
し，新たな問題の解決に生かしていく。

第２段階　集団で学び合う
　他者の考えを聞き，算数・数学的な見方・考え方の
よさや，自分の考えと比べながら理解を深める。

第３段階　新しい文化を創り出す
　新しい見方や考え方に気づき，根拠を明らかにしな
がら算数・数学的な表現を用いて追究したり，日常生
活で数学を活用したりする。

　そこでめざす子ども像として，「基礎的な知識と技
能を活用して，人とかかわり合いながら課題を追究し
ていこうとする子ども」とした。
　また，算数科・数学科では，協同的創造力の基盤と
して，『創造性の基礎』を身につけさせたいと考える。
そこで『創造性の基礎』を以下の３つの力の総体と理
解し，日々の授業実践を通して重点的に指導していき
たいと考えた。
　（１）既習事項を広げたり，関連付けたりする力
　（２）多面的に物事を見る力　
　（３） 自分の考えを共通の言葉を使って筋道立てて

分かりやすく構成し，表現する力
　さらに，（１）〜（３）の力を日々の授業実践を通
して重点的に指導していくことで育まれる構造化され
た知識そのものも『創造性の基礎』として位置付けた
いと考える。

２．授業の実際
（１）第５学年の事例
　①単元名「整数の見方」
　②対象児童
　　 広島大学附属三原小学校　５年生（男子18名，女

子20名，計38名）
　③教材研究
　○ 本単元では，整数の集合を対象にして，ある観点

を決めるといくつかの集合に類別できることを扱
う。すなわち，２で割り切れるかどうかという観
点から整数を偶数と奇数に類別することがそれに
あたる。さらに発展的な学習としてカレンダーの
数字を７で割ったあまりに着目して類別したり，
４や５で割ったときのあまりに着目させる教材を
扱ったりすることで，数に対する新たな見方・考
え方を養い，そのよさに気付かせていく。この内
容は，第６学年で扱う倍数，約数などの整数の性
質の学習の基礎となる。
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て３の列を割るとあまりが３になり，４の列を
割るとあまりが０になります。99を４で割ると
あまりが３になるから，あまりが３になる列は

「きつね」の列だと考えて，Ｃ９くんは「きつね」
だと考えたんだと思います。

Ｔ　　このようなやり方だったら□にどんな数がきて
も何番目かわかりそうですか？

Ｃ13　できるよ。先生，別の問題でやってみて確かめ
てみればいい。

Ｔ　　ああ，別の数で確かめてみればいいんだね。
　　　（省略）
Ｔ　　最後に，お手紙が届いています。
Ｃ14　え‼
Ｔ　（手紙を読む…逆思考の発展問題提示）
○「多面的に物事を見る力」の育成について
　本時では,「□番目の動物」の学習で，様々な解決
方法の中から，より簡潔にできるものを考えたり，数
値が大きくなっても同じように解決できないかと考え
たりすることで，「あまり」に着目して類別する見方・
考え方に気付き，それを活用できるようにさせること
をねらっていた。問題解決にあたって，子どもたちは，
数をすべて書いてみて答えを求めようとしたり，
99÷4から24…３として余りの３から，４種類の動物
が24列繰り返して３進んだら「きつね」が答えになる
と考えたりしていた（C １，C ２）。問題解決にあたっ
ていくなかで，多くの子どもたちは，数を実際に書き
出してみることは，大変だと考え，計算で求める方法
を支持した。計算ならば，99番目だけでなく，もっと
大きな数のときでも簡単に求められると考えたのだ。
一方，同じように計算で求め始めたのだが，少し視点
の違う考え方をしている子ども（C ９）がいた。それ
が，本時でねらいとしていた「あまり」に着目して類
別する見方・考え方である。数の並びを縦に見て，「あ
まり」の観点で類別することができるという考え方に，
子どもたちは「なるほど」と，感嘆の声をあげた。こ
のとき，子どもたちは４列に区切られた数の並びを今
までと違う見方で見ることができるようになったとい
えるだろう。さらに，□番目に別の数字を入れて問題
解決をすることで，どんな数のときでも，同じように
考えることができることを確認できた。また，逆思考
の発展問題を提示することで，学習してきたことを活
用しながら問題解決をおこなおうとする姿を見ること
ができた。
　このような一連の多面的な考え方を引き出す手立て
のひとつとして，本時では板書に数の並びを書き整理
して子どもたちに見せることが重要であった。表を用
いて事象を整理し，そのなかから「きまり」を発見す

６　逆思考の発展問題を考える。

　動物たちが，最初に始まる動物の種類を変えよ
うと言い出したそうです。80番目が「きつね」だ
とすると，１番目の動物は何になるでしょう。

７　学習のふりかえりをする。

　本時の展開・終末場面での授業記録は以下の通りで
ある。
Ｃ１　99番目の99÷4をして，24…３がでるんだけど，

この３の数だけ進んでいくと，たぶん「きつね」
だと思います。

Ｃ２　同じです。つけ加えがあります。Ｃ14さんは99
を４で割りましたね。３余った分だけ進むんだ
と思います。

Ｔ　　ちょっと待って，みんな。○○くんの話を聞い
てみると，24回繰り返したところが「ねこ」な
んだと言うんだけど，この意見はわかるかな？

Ｃ３　わかる！（多数）
Ｃ４　24と言うのは，ここからここまでが24回繰り返

しているということです。
Ｔ　　ああ，このかたまりが24回続いていて，さらに

３回進むということですね？
Ｃ５　24回続いていたままでほっていたら，96で止

まっていることになるから…
Ｔ　　あ，待って。96 って何？別の人答えて？
Ｃ６　96というはここまでのことだと思います。
Ｃ７　96になるというは，4×24をすると96になって

それが96です。でも，まだ３を足してないから
３を足すと99になります。

Ｃ８　96になるところまではいいですか？ 96が「ね
こ」だから，さらに３つ進むと「きつね」にな
るということです。

Ｔ　　なるほど，だから96から97，98，99と進めば，
答えは「きつね」になるわけだね。

Ｃ９　別の考えなんだけど，１は４で割るとあまりが
１で，２は４で割るとあまりが２で，３は４で
割るとあまりが１で，４を４で割ったらあまり
が０です。99を４で割るとあまりが３になるか
ら，99番目は「きつね」になると思います。

Ｃ10　あぁ（なるほどの声）
Ｃ11　Ｃ９くんは，あまりが３同士だから「きつね」

にしたんだと思います。
Ｔ　　そうか，あまりが３同士だからなんだね。
Ｃ12　カレンダーでは，１週間が７日だから７で割っ

たけれど，今日は１〜４までの数字になってい
て，１の列を４で割るとあまりが１になって，
２の列を割るとあまりが２になりますね。そし
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や特徴をとらえ，それをもとに判断することを重
視する」とある。

　○ 統計は日常生活と密接に関わっているものであ
り，データを分析・検討しながらそのデータの持
つ意味を発見していくものである。その過程にお
いて，生徒自身の考え方や言葉，表現力が必要に
なってくる。

　　 このような学習を通して身に付けたい力は，今日
の情報化社会において必要不可欠な力である。

　④単元の目標
　○ 身近な資料に関心を持ち，資料を収集，整理，分

類し，事象全体の傾向をとらえたり統計的に考察
する。また，目的に応じて表現する。

　○調べた結果や学習の成果を発表しあう。
　○統計ポスターコンクールに応募する。
　⑤指導計画（全19時間）
　　第１次　ガイダンス（１時間）
　　第２次　度数分布表とヒストグラム（２時間）
　　第３次　代表値（１時間）
　　第４次　相関関係（１時間）
　　第５次　統計グラフポスターの作成（13時間）
　　　　　・テーマ設定と企画
　　　　　・データの収集
　　　　　・作成方法の検討
　　　　　・グループ作業
　　第６次　発表・交流（１時間）
　⑥授業の実際と考察
○ 「既習事項を広げたり，関連付けたりする力」の育

成について
・集団の特徴をつかむ
　最初に学習したのは，度数分布表とヒストグラムで
ある。データは指導書の発展学習用の資料である。

　資料を見て，気づきやわかることを記入させた。生
徒の記述には，一番長いポテトや短いポテトの長さに
注目したものが多く見られた。一方で，データを眺め
るだけでは全体の傾向がわかりにくいという意見も出
された。そこで，「表やグラフにまとめていったらい

る授業はこれまでにも多く体験してきた子どもたちで
ある。本時でも，数を書いて，整理してみることから，
数に対する新しい見方・考え方を獲得したものと考え
る。
○ 「自分の考えを共通の言葉を使って筋道立てて分か

りやすく考え，表現する力」の育成について
　本時では，□を使って問題を提示することで，子ど
もたちが問題に自ら働きかけていこうとする意欲を高
めることができた。また，□の中に大きな数を入れる
ことによって，「大きな数になってもできるのかな？」

「どうやって考えたらいいだろう？」という問いの発
生を促し，子どもたちの「考えたい」「考えたことを
表現したい」という意欲をさらに高めることができ
た。「話す」ことでいえば，挙手しての発言だけでなく，
ペアやグループ同士の発言など，話す機会を多く設定
した。また「書く」ことでいえば，自力解決と終末場
面だけといった形式的な「書く」ではなく，「書きな
がら考え，書いては考える」ことを常時できるような
子どもの育成をねらい，本時で一人の考え方を他の児
童に「探らせる」「再現させる」といった活動を仕組
んだことは有効であったと考える。
　本時を終えて，自分とは違う考え方に驚き，考える
ことが楽しかったという子どもが多かった。今後，さ
らに研究を進め，創造性の基礎を育成するための教材
開発や，有効な手立てについて検証していきたい。

（２）第９学年の事例（選択教科）
　①単元名「統計」
　②対象生徒
　　広島大学附属三原中学校　９年生（17名）
　③教材研究
　○ 本学園算数科・数学科における「協同的創造力」

を，「これまで学習してきた基礎的な知識や技能
を活用して，他者とかかわり合いながら，新しい
考え方を身につけたり，課題を追究していこうと
する力」と捉えている。そこで，中学校の選択数
学においては，学年内の小集団による協同的創造
力の育成をめざした授業を展開していく一つとし
て，単元「統計」を設定した。

　○ 今日の社会はインターネットの普及など情報化が
急激に進み，様々な情報が氾濫している。各個人
の判断・責任において，情報を正しく読み取った
り，活用したりする能力が必要とされている。情
報化社会の中で，情報を活用するために統計につ
いて学習しておくことは非常に意味があることで
ある。また，次期学習指導要領でも「資料の活用」
が新たに加えられ，「資料に基づいて集団の傾向
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　種類の異なる２つのデータを基にして，データの関
係性について調べた。２種類のデータの関係を調べる
ために，一方をｘ，他方をｙとして，これらを座標と
する点（ｘ，ｙ）を図に表す方法として，図３の相関
図がある。

　生徒は，最初は単なる点の集まりにしか見えなかっ
たが，その点の周りを線で囲むことによってデータの
傾向がとらえられることに気づいた。これをもとに，
正の相関，負の相関，相関の強弱についても学習した。
○ 「自分の考えを共通の言葉を使って筋道立ててわか

りやすく伝え，表現する力」の育成について
・統計グラフポスターの作成
　学習してきたことを活用するという観点から小グ
ループによる統計グラフポスターの作成に取り組ん
だ。テーマの例として，身近にある問題点や，話題に
なっているようなテーマで，単なる現状報告ではなく，
原因を究明したり，今後どのように推移していくか推
定したり，未来社会に役立つものとして「環境・公害・
災害」「事件・事故」「学校や日常生活」「健康・福祉」

「エネルギー資源・産業・貿易・経済」などをあげ，
それぞれのグループでテーマを決め資料収集を行って
いった。
　活動の流れは次の通りである。
１）統計グラフ企画書の作成
２）データの収集・分析
３）表・グラフを用いてポスターを作成
４）発表
　インターネットで資料を収集するグループが多かっ
たが，中には生の声が聞きたいということでアンケー
ト用紙をつくり配布・回収したグループもあった。
　ポスターの作成では，グループ内で「どんなグラフ
を用いたらいいか」，「データから何がいえるか」，「レ
イアウトはどうするか」といった真剣な議論が行われ，

い。」という意見が出され，表１の度数分布表に整理
していった。さらに視覚的にとらえやすい図２のヒス
トグラムにも表していった。

　階級に幅がある場合，棒グラフや折れ線グラフより
面積で分布を表すヒストグラムが有効であること，ま
たヒストグラムの各階級の長方形の上辺の中点をと
り，順に結ぶ度数分布多角形についても知らせた。

　表やグラフに表すことで，ＡとＢの比較が簡単にな
り，最初は出なかった気づきが多く出され，全体の特
徴がつかみやすいことを実感することができた。
○「多面的に物事を見る力」の育成について
・比較するための数値
　資料全体の傾向を示すものとして様々な代表値があ
る。一般には平均値がよく用いられるが，他にモード
やメジアンもある。平均値は生徒たちになじみのある
代表値であり，抵抗なく求めていた。ただし，データ
の分布が偏っている場合には，別の代表値の方が資料
全体の傾向を表していることがあることを押さえた。
・２つのデータの関係

表１　Ａさんのフライドポテト

図２　Ａさんのヒストグラム

図３　相関図
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○創造性の基礎の育成を意識して授業を進めることに
より，子どもたちは自らの考えを広げ，友だちの考
えや自分の考えと比較し，自分の考えをさらに見つ
め直しながら学習を進めることができるようになっ
てきたと考える。

○必修教科・選択教科のどちらにおいても協同的な学
びを意識して仕組んでいくことで，自ら考えたり，
学びあったりすることを愉しむ子どもの姿や，既習
事項を活用して新たな課題を解決しようとする姿が
見えるようになってきている。

○必修教科で身につけたことを発展的な内容として選
択教科で取り組むことにより，算数・数学に対する
興味関心意欲をより高めることができていると考え
る。

●幼小中一貫教育としての，創造性の基礎を養うカリ
キュラムのつながりがまだ不十分であるので，創造
性の基礎の育成に向けたカリキュラム作りについ
て，小中間での連携をさらに進めていく必要がある。

●今後は，実態調査を計画的・継続的に実施し，「創
造性の基礎」が児童・生徒に身についてきているか
どうかを客観的に考察していく。

●授業中には意欲的には取り組んでいるが，自ら進ん
で家庭での課題追究を行うまでは高まっていないの
で，授業の終わり方や課題設定を今後も工夫してい
く必要がある。

●児童・生徒に「創造性の基礎」を育成する学習材の
開発および提案を今後も継続して行っていく。
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分担を行い協力して作業に取り組んでいた。
　発表では，「テーマを設定した理由」，「どんなこと
を調べ，どんなことがわかったか」，「ポスターでどん
なところを工夫したか」，「ためになったこと，苦労し
たこと，生活に役立ちそうなこと」を発表していった。
また，他のグループの発表を聞いての相互評価を取り
入れ，客観的に振り返ることができるようにした。

　この後，できあがった作品は，広島県統計協会が主
催する統計グラフコンクールに出展した。

　⑦生徒の感想
　・ これまでに知っていたグラフ以外にも，ヒストグ

ラムなどを学び，内容に対しどのグラフが適切な
のか考えることができました。また，グラフを使
えば，多くの内容を簡潔にまとめることができま
した。

　・ グラフをつくるときにデータの数値が大きすぎ
て，グラフの目盛りをどれくらいにすればいいか
で何回も作り直して大変だった。

　・ 普段の授業では，グラフから読み取るという作業
をあまりしないので，最初はデータを見たり，グ
ラフを見ても何も読み取れませんでした。でも，
どんどんグラフを見ることで，いろいろなことが
読み取れるようになりました。

３．成果と課題（○成果，●課題）
　本年度の取り組みを通して明らかになった成果と課
題は以下の通りである。成果には○印を，課題には●
印を付した。
○学習指導要領解説を根拠に，「創造性の基礎」を3つ

の力の複合体として整理し，つけたい力を構造化す
ることができた。

表２　相互評価表




